
にかほ市はサッカー競技・空手道競技の開催地です

ワクワクするね！
新市のスタート
（金浦小学校のみなさん）

http://www.city.nikaho.akita.jp
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仁賀保会場
●展示部門　
仁賀保公民館・スマイル・百彩館

毎日９：００～１８：００

※６日（日）のみ１５：００終了。

３日（祝）の百菜館は７：００から開始。

●発表部門　
番楽共演会・平沢小吹奏楽部演

奏会・芸能合同発表会

１１／３（祝）９：３０～

仁賀保勤労青少年ホーム

●大会部門　
俳句大会１０／２３（日）、将棋・囲碁

大会１１／３（祝）、弓道大会１１／５

（土）、お茶会１１／５（土）�

１１／３（祝）・１１／５（土）仁賀保体育館

陶芸・墨絵・押し花・木の実の

マスコット作り・書道

●特別コーナー　
第１１回発明工夫展・秋田わか杉

国体展・包丁とぎコーナー

問合先／仁賀保公民館

　　　　☎３７－３１２１

金浦会場
●展示部門　
毎日９：００～１７：００�

※６日（日）は１６：００終了

金浦勤労青少年ホーム（各種作

品展、販売コーナー、食堂、茶

会）コミュニティセンター（各

種作品展、野の会コーナー）体

育館（産業展、児童・生徒作品

展、盆栽・菊花展、ガーデニン

グコーナー、健康展）

●発表部門　
芸能発表会  １１／６（日）１１：００～

体育館�

●大会部門　
囲碁将棋大会  １１／６（日）１０：００～

とろろめし早食い大会  １１／５（土）

１１：３０～  体育館

問合先／金浦公民館☎３８－２０４９

象潟会場
●展示部門　
象潟公民館・象潟体育館　毎日

９：００～１７：００　※６日（日）は１６：００

終了�

●発表部門
象潟公民館　
芸能発表会  １１／５（土）１０：００～

市民音楽祭  １１／６（日）１０：００～

●大会部門
象潟公民館　
「おくのほそ道」朗読コンテス

ト象潟大会  １１／４（金）  １３：００～

●特別コーナー　
包丁とぎコーナー、お茶会、JA

祭、青空市

●健康福祉まつり　
１１／３（祝）   象潟保健センター

問合先／象潟公民館☎４３－２２２９

　文化祭の各会場を巡回するシャトルバスを運行します。ご利用を希望する方は、１０月２７日（木）まで

に各公民館へお申し込みください。各便とも定員になり次第締め切らせていただきます。

仁賀保勤労
青少年ホーム
※３日のみ運行

仁賀保勤労
青少年ホーム
※３日のみ運行

仁賀保庁舎
駐　車　場

仁賀保庁舎
駐　車　場

金浦勤労青
少年ホーム�

金浦勤労青
少年ホーム� 　

象 潟 庁 舎
正面玄関前

象 潟 庁 舎
正面玄関前

2007 第６２回国民体育大会
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に
か
ほ
市
の
初
議
会
臨
時
会
が
十
月
十
一
日
と
十
二
日
、
象
潟
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
初
代
議
長
に
榊
原
均
氏
（
象
潟
・
上

荒
屋
）
、
副
議
長
に
佐
々
木
正
勝
氏
（
金
浦
・
飛
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
、
構
成
委
員
も
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で

は
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
議
案
や
市
が
発
足
時
に
行
っ
た
条
例
、

平
成
十
七
年
度
暫
定
予
算
等
の
専
決
処
分
な
ど
を
報
告
し
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

▽
委
員
長
　

　
　
三
浦
　
博
（
仁
賀
保
）

▽
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
越
川
綱
雄
（
金
浦
）

▽
委
員

　
　
齋
藤
育
子
（
仁
賀
保
）

　
　
佐
用
洋
子
（
象
潟
）

▽
教
育
長

　
　
大
久
保
敬
一
（
象
潟
）

※
新
市
長
誕
生
後
最
初
に
招
集
さ
れ

る
市
議
会
の
会
期
末
日
ま
で
の
任
期

と
な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

▽
委
員
長

　
　
佐
藤
　
健
（
仁
賀
保
）

▽
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
須
藤
　
顯
（
象
潟
）

▽
委
員

　
　
佐
々
木
真
澄
（
金
浦
）

　
　
佐
々
木
智
恵
子
（
象
潟
）

※
正
式
に
市
議
会
で
委
員
が
選
挙
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
職
務
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

監
査
委
員

　
市
長
が
決
定
し
て
か
ら
、
議
会
の

同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

▽
委
員
長

　
　
伊
藤
　
元
（
金
浦
）

▽
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
齋
藤
新
治
郎
（
象
潟
）

▽
委
員

　
　
大
須
賀
　
等
（
仁
賀
保
）

※
新
市
長
が
誕
生
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

公
平
委
員
会

　
秋
田
県
に
事
務
の
委
託
を
し
て
い

ま
す
。

※
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
地
域
名

市議会臨時会

　
十
月
一
日
午
後
一
時
に
象
潟
庁
舎
大
会
議
室
に
お
い
て
、
市

長
職
務
執
行
者
か
ら
各
行
政
委
員
一
人
ひ
と
り
に
辞
令
の
交
付

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
各
会
議
室
で
行
政
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

総
務
常
任
委
員
会

▽
委
員
長
　
須
田
鉄
郎
（
象
潟
）

▽
副
委
員
長
　
佐
藤
　
功
（
仁
賀
保
）

▽
委
員
　
佐
々
木
春
男
、
竹
内
睦
夫
、

荘
司
範
彦
、
加
藤
照
美
、
菊
地
衛

（
以
上
仁
賀
保
）
佐
々
木
勇
、
斎
藤

和
夫
、
佐
々
木
栄
、
佐
々
木
正
勝

【
飛
】
（
以
上
金
浦
）
長
谷
川
誠
、

佐
々
木
正
己
、
山
田
明
、
佐
々
木
弥

四
夫
（
以
上
象
潟
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▽
委
員
長
　
本
藤
敏
夫
（
仁
賀
保
）

▽
副
委
員
長
　
池
田
敏
郎
（
金
浦
）

▽
委
員
　
佐
藤
元
、
宮
本
久
美
子
、

村
上
次
郎
、
佐
藤
文
昭
、
佐
藤
範
義

（
以
上
仁
賀
保
）
伊
藤
知
、
佐
々
木

元
、
佐
々
木
春
男
（
以
上
金
浦
）
黒

田
直
孝
、
土
井
一
美
、
佐
々
木
正
明
、

市
川
雄
次
、
加
藤
光
裕
（
以
上
象
潟
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▽
委
員
長
　
佐
々
木
正
勝
【
黒
川
】

　
　
　
　
　
（
金
浦
）

▽
副
委
員
長
　
竹
内
　
賢
（
象
潟
）

▽
委
員
　
飯
尾
明
芳
、
飯
尾
善
紀
、

小
川
正
文
、
宮
崎
信
一
、
伊
藤
晃
、

齋
藤
信
義
（
以
上
仁
賀
保
）
板
垣
英

雄
、
工
藤
久
市
、
佐
々
木
正
雄
、
須

田
金
一
（
以
上
金
浦
）
池
田
甚
一
、

池
田
好
隆
、
梶
原
澄
夫
、
高
橋
二
郎

（
以
上
象
潟
）

議
会
運
営
委
員
会

▽
委
員
長
　
佐
藤
文
昭
（
仁
賀
保
）

▽
副
委
員
長
　
池
田
好
隆
（
象
潟
）

▽
委
員
　
竹
内
睦
夫
、
斎
藤
和
夫
、

佐
々
木
正
勝
【
黒
川
】
、
本
藤
敏
夫
、

伊
藤
晃
、
須
田
鉄
郎
、
加
藤
光
裕
、

佐
々
木
正
勝
【
飛
】

議
会
広
報
編
集
委
員
会

▽
委
員
長
　
佐
々
木
正
己
（
象
潟
）

▽
副
委
員
長
　
加
藤
照
美
（
仁
賀
保
）

▽
委
員
　
飯
尾
明
芳
、
高
橋
二
郎
、

佐
藤
文
昭
、
佐
々
木
元
、
市
川
雄
次
、

佐
々
木
正
勝
【
飛
】
、
榊
原
均

議
会
推
薦
農
業
委
員

横
山
喜
代
和
（
仁
賀
保
）
、
池
田
満

（
金
浦
）
、
森
り
え
子
（
象
潟
）

議　長

榊原　均氏

副議長

佐々木正勝氏

ざ
ん
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●期日前投票

　１１月７日（月）～１１月１２日（土）�
　　午前８時３０分～午後８時
　象潟庁舎、金浦庁舎、仁賀保むらすぎ荘の

三カ所で実施予定です。（旧町単位で、これ

までと同様の投票所となります)�

　入場券の裏面に期日前投票事由を事前に記

載しておくと、投票が早く済みます。

●不在者投票について

　にかほ市選挙人名簿に登録されている方で、

投票日にも期日前投票日にも投票できない場

合、不在者投票ができます。

　例えば、告示前に長期間、仕事で出張する

とか、出産で静養中であるとかの事由（見込

みの場合でも可）で投票できない方は、滞在

地から投票用紙等の請求をしていただきます。

選挙の告示前でも請求できますが、１１月４日

の郵送となります。�

　にかほ市選挙管理委員会では、その請求に

基づき滞在地に投票用紙等を送付します。滞

在地の市・区役所、町村役場の選挙管理委員

会に行って投票を済ませると、にかほ市選挙

管理委員会に郵送されて来ます。

　また、不在者投票のできる指定病院に入院

中の方は、病院長に申し出すれば手続きして

もらえます。

●詳細は下記へお問い合わせください

　にかほ市選挙管理委員会事務局

　〒０１８－０１９２�

　にかほ市象潟町字浜ノ田１番地

 　☎４３－７５０６�

 　Eメール　

　　
横
山
忠
長
・
旧
象
潟
町
長
、
佐
藤

吉
寛
・
旧
金
浦
町
長
か
ら
巴
徳
雄
・

市
長
職
務
執
行
者
へ
の
事
務
引
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
財
産
目
録
や
収
支
に
関

す
る
書
類
な
ど
を
確
認
。
引
継
書
へ

署
名
捺
印
し
、
旧
町
の
事
務
や
財
産

の
す
べ
て
が
、
新
市
に
継
承
さ
れ
ま

し
た
。

　
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
市
長
職
務

執
行
者
か
ら
部
課
長
へ
の
辞
令
交
付

に
続
き
、
業
務
開
始
と
な
っ
た
三
日

に
は
、
各
部
長
よ
り
職
員
へ
辞
令
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
分
庁
方
式
を
採
る
市
役
所
で
は
、

開
業
時
間
と
同
時
に
、
各
庁
舎
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
市

民
が
訪
れ
、
各
種
手
続
き
や
相
談
な

ど
に
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
、
旧
三
町
が
協
力

し
て
、
県
内
で
初
め
て
消
防
業
務
の

広
域
化
を
実
現
し
た
の
が
、
仁
賀
保

地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
で
し
た
。

　
今
回
の
合
併
を
機
に
「
に
か
ほ
市

消
防
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
十

月
一
日
に
は
職
員
へ
の
辞
令
交
付
が
、

そ
し
て
三
日
に
は
市
長
職
務
執
行
者

か
ら
の
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
管
轄
や
体
制
に
実
質
的
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
十
六
年
間
に
わ

た
っ
て
培
っ
て
き
た
連
携
を
基
礎
に
、

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　　
新
市
が
誕
生
し
た
十
月
一
日
、
に

か
ほ
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　
旧
三
町
の
社
協
は
、
平
成
十
五
年

一
月
に
法
人
合
併
協
議
会
を
設
置
。

今
年
三
月
の
合
併
協
定
書
調
印
を
へ

て
、
今
回
新
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
社
協
の
事
務
所
は
、
仁
賀

保
地
域
の
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ス
マ
イ
ル
」
内
に
本
所
を
置
き
ま

す
が
、
旧
二
町
の
社
協
事
務
所
も
引

き
続
き
支
所
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
窓
口
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
●
に
か
ほ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
本
　
　
所
☎
３２
―
３
０
１
０�

　
　
　
　
　
金
浦
支
所
☎
３８
―
２
３
７
５�

　
　
　
　
　
象
潟
支
所
☎
４３
―
２
５
４
３

　　
旧
三
町
の
商
工
会
は
、
平
成
十
四

年
十
二
月
に
合
併
し
、
い
ち
早
く
業

務
の
広
域
化
を
実
現
し
ま
し
た
が
、

新
市
の
誕
生
と
と
も
に
、
晴
れ
て
「
に

か
ほ
市
商
工
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
十
七
日
か
ら
は
、
市
内
の
協

賛
店
に
よ
る
記
念
大
売
出
し
が
実
施

さ
れ
る
ほ
か
、十
月
二
十
九
日
に
は
、

お
な
じ
み
「
吉
本
新
喜
劇
」
記
念
公

演
（
象
潟
体
育
館
）
も
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
今
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化
の
一

翼
を
担
う
商
工
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
●
に
か
ほ
市
商
工
会

　
　
　
　
　
本
　
　
所
☎
３８
―
３
３
５
０�

　
　
　
　
　
象
潟
支
所
☎
４３
―
３
４
５
０�

　
　
　
　
　
仁
賀
保
支
所

☎
３６
―
３
５
０
７

　にかほ市が誕生した１０月1日朝、

市役所窓口へ最初に届出に訪れた

のは、婚姻届を持参した松田芳洋

さん・理奈さん（象潟・関）のカッ

プル。

「市の誕生と同時に届け出したいと、
以前から考えていました。市役所に
来たのは朝7時半ころ。市制５０年
になったら自分たちも金婚式、わか
りやすくていいかも。できればずっ
とここで暮らしたいし、子どもたち
がまちを離れても、また帰ってきた
いと思えるようなふるさとであって
ほしいですね」

▲仁賀保庁舎窓口

▲消防の使命をあらためて胸に

▲産業建設部の辞令伝達式（金浦庁舎）

▲３町の歴史と伝統を引き継いで

ほうよう

り　な

た
だ
な
が

よ
し
ひ
ろ

の
り
お
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さわやかスポーツ

　写真前列左から佐藤圭一郎、板垣将大、高成淳
　後列左から白瀬卓也、森勝哉、佐々木慎平、
　顧問・須田耕治

全国大会出場・卓球
 全国でも活躍を期待
平成１７年度秋田県卓球選

手権大会兼全日本選手権

大会予選

８月２７日、２８日・北秋田市�

■中学生女子個人

優　勝　菊地愛里（はまなす）

■中学生女子ダブルス

優　勝　菊地愛里・松田亜由美（鳥海中）組
※全国大会は１１月１８日から
兵庫県神戸市を会場に行
われます。

FLYING

      D
ISC

　
私
が
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
始
め
て
７
年

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
あ
ま
り
馴
染
み

が
な
さ
そ
う
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

般
的
に
は
「
フ
リ
ス
ビ
ー
」
の
名
前
で
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、
誰
に
で
も
手
軽

に
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
性
の
高
い
競
技

で
、
小
学
生
か
ら
７０
歳
ま
で
、
老
若
男
女
問
わ

ず
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
種
目
も
遠
く
に

飛
ば
す
も
の
か
ら
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
ラ
グ
ビ
ー
の

よ
う
に
得
点
を
競

う
も
の
、
ゴ
ル
フ

の
よ
う
に
ス
コ
ア

を
競
う
も
の
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
こ
の

楽
し
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

WALKING

GROUND

     G
OLF

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
運
動
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
で
も
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
運
動
し
な

い
人
が
多
い
の
も
事
実
…
。
運
動
不
足
が
続
く
と
、
人
間
の
か
ら
だ
の
機
能

は
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
意
識
的
に
運
動
す
る
習
慣
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
あ
な

た
も
身
近
で
手
軽
に
で
き
る
運
動
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で

　
　
楽
し
め
る
の
が
魅
力

気
軽
に

ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

　
み
ん
な
が
楽
し
め
ま
す

伊藤　幸二さん
（仁賀保・三森）

　佐藤　千尋さん
（金浦・岡の谷地）

　
軽
快
な
音
楽
の
ビ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
２５
分
間

を
一
区
切
り
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
健
康
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
速
さ
が
重
要
で
、
時
間

に
よ
っ
て
歩
く
速
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
短

時
間
で
そ
の
効
果
を
得
ら
れ
る
の
が
ビ
ー
ト
・

コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

感
覚
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
効
率
の
よ
い
体
脂
肪

の
燃
焼
や
脚
力
向
上
、
動
脈
硬
化
予
防
、
さ
ら

に
美
容
に
も
い
い

で
す
よ
。
合
併
を

機
に
、
市
全
域
の

た
く
さ
ん
の
人
に

体
験
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

活
動
…
毎
週
木
曜

　
　
日
午
後
７
時

　
　
３０
分
〜
８
時

　
　
３０
分

場
所
…
金
浦
勤
労

　
　
青
少
年
ホ
ー

　
　
ム

　
週
の
半
分
は
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
グ
ル
ー
プ
で
も
一
人
で
も
出

来
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
自
分
の
都
合
で
気
軽

に
楽
し
め
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

　
以
前
か
ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
よ
り
も
、
土
や
芝
生
の
上
を
歩
く
の
が
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
。
例
え
ば
、
走
り
な
が
ら
プ

レ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
工
夫
次
第
で
い

ろ
い
ろ
な
運
動
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

可
能
な
種
目
と

い
え
ま
す
。

　
大
会
な
ど
に

も
参
加
し
ま
す

が
、
成
績
は
二

の
次
で
、
色
々

な
場
所
に
行
く

こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
方
々
と
の

出
会
い
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　原田　邦夫さん
（象潟・鳥の海２区）

ちひろ

くにお

こうじ

▲

平成生まれの三四郎たち
加藤杯争奪全県選抜柔道大会／９月１９日・男鹿市

■男子団体　優　勝　金浦中学校柔道部

�

■大会最優秀選手　板垣将大
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新
市
誕
生
記
念
・
舞
の
海
講
演
会
開
催

あ
き
ら
め
な
い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心

十
月
五
日
、
象
潟
小
学
校
と
そ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主

催
し
た
『
舞
の
海
講
演
会
』
が
象
潟
体
育
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
象
潟
町
の
合
併
五
十
周
年
と
新

市
「
に
か
ほ
市
」
誕
生
を
記
念
し
た
も
の
で
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
象
潟
小
学
校
す
も
う
大
会
と

併
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

小
さ
な
体
で
大
相
撲
と
い
う
大
き
な
世
界
へ
と

立
ち
向
か
っ
た
舞
の
海
氏
は
、
『
決
し
て
あ
き
ら

め
な
い
』
と
題
し
て
講
演
。
中
学
時
代
か
ら
関
取

と
し
て
活
躍
す
る
ま
で
の
相
撲
人
生
を
「
中
学
生

の
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
周
り
の
人
に
身
長
を
越
さ

れ
、
相
撲
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
の
大
学
で
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
同
級
生
た
ち
の
活
躍
を
み
て
奮
い
立
っ
た
。

卒
業
後
は
、
山
形
県
の
高
校
教
師
に
内
定
し
て
い

た
が
、
相
撲
を
諦
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

で
も
ど
ん
な
と
き
で
も
挑
戦
を
諦
め
な
か
っ
た
か

ら
今
の
自
分
が
あ
る
。
み
ん
な
も
い
ろ
い
ろ
な
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
度
で
ダ

メ
な
ら
二
度
三
度
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
語
り
、
新
弟
子
検
査
基
準
に

身
長
が
足
り
ず
、
頭
に
シ
リ
コ
ン
を
入
れ
合
格
し

た
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
講
演
に
、
子
ど
も
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

仁賀保錬武館・中学団体準優勝
秋田県空手道少年錬成大会

／９月１８日・秋田市�

■中学生団体形

　優　勝　仁賀保錬武館（高橋省悟、工藤翔太、

　　　　　斎藤彩奈〈以上仁賀保中〉）

■小学生４年女子個人形

　第３位　高橋七七（平沢小）

■中学生２年女子個人形

　第２位　斎藤彩奈

■中学生２年女子個人組手

　第２位　斎藤彩奈

金メダルに輝く
第３回秋田県障害者スポーツ大会

／９月１０日・秋田市雄和�

■男子立幅跳

　優　勝　斎藤紀行（象潟・中丿沢）

■女子立幅跳

　優　勝　加藤由夏（象潟・小砂川１区）

■フライングディスク

　優　勝　太田貴士（象潟・小滝）

■男子５０m

　優　勝　佐々木聡（象潟・鳥の海２区）

少年剣士が活躍
第１７回象潟奥の細道少年

少女剣道大会／９月１９日・

象潟体育館�

■小学校団体女子

　準優勝　象潟スポ少

　第３位　仁賀保スポ少

■中学校団体男子

　第３位　象潟中

■中学校団体女子

　第３位　象潟中

郡市中学校秋季大会が行われ、にかほ市

勢が各種目で大活躍しました。主な結果は

次のとおりです。

【優　勝】

　　野球（仁賀保中）　

　　バスケットボール女子（仁賀保中）

　　卓球女子個人（菊地愛里／象潟中）

　　ソフトテニス男子団体（象潟中）

　　ソフトテニス男子個人（土門敬太・斎藤高志組／象潟中）

　　新体操団体（象潟中）

　　柔道団体（金浦中Ａチーム）

　　柔道個人　５５ｋｇ級　佐藤圭一郎（金浦中）

　　　  〃　  　７３ｋｇ級　板垣将大（金浦中）

　　　  〃　　  ８１ｋｇ級　森　勝哉（金浦中）　

【準優勝】

　　ソフトボール（仁賀保中）

　　ソフトテニス男子団体（仁賀保中）

　　ソフトテニス男子個人（土門洋達・須藤匠組／象潟中）

　　柔道個人　６６ｋｇ級　高成　淳（金浦中）

             〃   　　８１ｋｇ級　佐々木慎平（金浦中）

　　　　　　　

                          【第３位】

　　　　　　　　　バスケットボール男子（仁賀保中）

　　　　　　　　　卓球男子団体（象潟中）

　　　　　　　　　ソフトテニス男子個人

　　　　　　　　　　（佐藤翔・鈴木圭佑組／仁賀保中）

　　　　　　　　　ソフトテニス女子団体（象潟中）

　　　　　　　　　剣道女子団体（象潟中）

　　　　　　　　　剣道女子個人（斎藤綾乃／象潟中）

　　　　　　　　　柔道個人　４８ｋｇ級　佐々木祐（金浦中）

　　　　　　　　　　  〃　  　　 〃   　伊藤愛一郎（金浦中）

　　　　　　　　　　  〃　  　６６ｋｇ級　白瀬卓也（金浦中）

▲仁賀保中野球部

▲仁賀保中女子バスケ部

▲象潟中男子ソフトテニス部 ▲象潟中新体操部
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このほど、秋田県が推進する「認定リサイクル製品普

及モデル事業」を活用し、中島台レクリエーションの森

にトイレが新設されました。

これは、平成１６年に秋田県リサイクル製品の認定およ

び利用の推進に関する条例が施行され、県で実施する公

共工事において認定リサイクル製品をモデル的に採用す

るものです。これらの製品を利用することにより、県内

の廃棄物の減量化とリサイクル関連産業の育成・活性化

を図ります。

この中島台公衆トイレには、正面入り口わきに実際に

使用されたリサイクル製品の表示板（下図）があります。

また、トイレの正面看板は上郷小６年の佐藤咲良さんが

書いたものをもとに製作・設置されました。

まちの話題
NIKAHO TOPICS

中島台レクリエーションの森に
公衆トイレが完成

首
都
圏
等
に
住
む
仁
賀
保
・
金
浦
・
象
潟
地
域
出

身
者
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
『
ふ
る
さ
と
会
』。
今

年
度
は
旧
町
ご
と
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
友
人
や
親
せ
き
の
懐
か
し
い

顔
に
会
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
市
内
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
に
か
ほ
の
集
い

日
時
　
１１
月
２０
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
港
区
芝
公
園
）

会
費
　
男
性
／
１
万
円

　
　
　
女
性
／
８
千
円

◆
金
浦
ふ
る
さ
と
会

日
時
　
１１
月
２０
日
　

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野
駅
前
）

会
費
　
男
性
／
９
千
円

　
　
　
女
性
／
７
千
円

◆
ふ
る
さ
と
象
潟
の
つ
ど
い

日
時
　
１１
月
２７
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
台
東
区
民
会
館
（
浅
草
）

会
費
　
男
女
と
も
５
千
円

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
、
別
途
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
　
◇
　
　
　
　
◇

申
込
期
限
　
１０
月
２５
日
　

申
込
・
問
合
先
　
参
加
希
望
者
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
総
務
部
企
画
課
地
域
交
流
推
進

係
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

私だけの作品、愛着もひとしお

金浦で押し花教室

動物たちによるクラシック

「音楽の絵本」コンサート

ダイナミックなフィールドを走破

鳥海山麓マウンテンバイクサイクリング

１０月６日、金浦コミュニティセンターを会場に、押

し花教室が開催されました。�

教室の机に並んだリンドウやヒマワリなどの押し花

は、すべて受講者が自ら採取してきたもの。この日は

押し花絵を作ることになり、各自テーマや構図に頭を

悩ませていました。ある受講者は、ワラビを並べてみ

たら偶然、林のように見えたのをきっかけに、風景画

のアイディアがふくらんだようで、「これが楽しいの

よね」と笑顔で作業していました。

　１０月８日、仁賀保勤労青少年ホームで一風変わっ

たクラシックコンサートが開かれました。�

　ステージ上の演奏者はすべて動物たち。子どもた

ちに音楽の素晴らしさを知る糸口を提供しようと、

よこはま動物園ズーラシアからやってきた不思議な

楽団です。

　クラシックの名曲から童謡まで、勇壮に金管楽器

を吹奏するライオンやトラたちと、優雅に弦楽器を

奏でるうさぎに、親子連れなど２５０人の聴衆は、心

を澄ませて聴き入っているようでした。

　１０月９日、今年で４回目を迎えた「鳥海山麓マウ

ンテンバイクサイクリング」が開催されました。

　このサイクリングは、鳥海山麓のダイナミックな

フィールドと九十九島を目いっぱいに取り入れたコ

ースが魅力。東北方面に限らず、首都圏など多方面

から総勢約２３０人が参加しました。

　コースは６０ｋｍ、１００ｋｍに分かれ、自分の体力に

合わせ参加することができますが、林道やあぜ道な

どの起伏に富んだオフロードに、さすがの猛者たち

も悪戦苦闘していました。

！！

▲これまで要望の多かった新しい

　トイレが１０月上旬完成

▲

看板の題字を書いた咲良さん

さくら

（火）

（日）

（日）

（日）



　▼
金
浦
地
域

▽
高
脂
血
症
コ
ー
ス

対
象
　
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
や

や
高
め
の
方
で
、
内
服
治
療

を
し
て
い
な
い
方

期
間
　
１０
月
〜
３
月
ま
で
の
６
カ
月

間
・
７
回
コ
ー
ス

▽
高
血
圧
コ
ー
ス

対
象
　
血
圧
が
高
め
の
方
で
内
服
治

療
を
し
て
い
な
い
方

期
間
　
１０
月
〜
３
月
ま
で
の
６
カ
月

間
・
７
回
コ
ー
ス

申
込
先
　
高
血
圧
コ
ー
ス
・
高
脂
血

症
コ
ー
ス
と
も
に
２４
日
　
ま

で
金
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

３８
―
４
２
０
０
）
へ
。

�

▼
象
潟
地
域

▽
糖
尿
病
コ
ー
ス

対
象
　
象
潟
で
成
人
病
検
診
を
受
け

た
方
の
う
ち
、
空
腹
時
血
糖

値
が
１
１
０
〜
１
２
５
mg
／

dl
、
ま
た
は
随
時
血
糖
値
が

１
４
０
〜
１
９
９
mg
／
dl
の

方
で
治
療
を
し
て
い
な
い
方

期
間
　
１１
月
〜
３
月
ま
で
の
５
カ
月

間
・
６
回
コ
ー
ス�

申
し
込
み
先
　
２６
日
 
ま
で
、
象
潟

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４３
―
７

５
０
１
）
へ
。�

▼ 

象
潟
地
域

▽
２
歳
児
歯
科
健
診

期
日
　
１１
月
１
日
 
　
　
　
　
　
　

受
付
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
３０
分

対
象
　
平
成
１５
年
８
月
〜
１１
月
生
ま

れ

　　
仁
賀
保
保
育
会
で
は
、
平
成
１８
年

４
月
か
ら
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
１１
月
３０
日
 

募
集
年
齢

　
▼
に
か
ほ
保
育
園
　
２
〜
５
歳

　
▼
小
出
保
育
園
　
０
〜
５
歳

　
▼
つ
ぼ
み
保
育
園
　
０
〜
１
歳

問
合
先
　
に
か
ほ
市
福
祉
事
務
所
福

祉
係
（
☎
３２
―
３
０
４
１
）
、

に
か
ほ
保
育
園
（
☎
３２
―
３

２
０
０
）、
小
出
保
育
園
（
☎ 

３６
―
２
２
５
１
）
、
つ
ぼ
み
保

育
園
（
☎
６２
―
８
２
６
０
）

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　『
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
』（
手
遊
び

等
）

▽ 

ひ
よ
こ
コ
ー
ス�

期
日
　
１１
月
１５
日
 

対
象
　
平
成
１６
年
４
月
２
日
〜
１７
年

４
月
１
日
生
ま
れ

▽ 
ぱ
ん
だ
コ
ー
ス�

期
日
　
１１
月
２２
日
 

対
象
　
平
成
１５
年
４
月
２
日
〜
１６
年

４
月
１
日
生
ま
れ

▽ 

う
さ
ぎ
コ
ー
ス�

期
日
　
１１
月
２９
日
 

対
象
　
平
成
１３
年
４
月
２
日
〜
１５
年

４
月
１
日
生
ま
れ

▽
１１
月
の
す
く
す
く
広
場
（
保
健
セ

ン
タ
ー
開
放
日
）

期
日
　
２
日
 
、
８
日
 
、
９
日
 
、

１６
日
 
、
２４
日
 
、
２８
日
 

時
間
　
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▽
１１
月
の
に
こ
に
こ
相
談
日�

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
ど
気
楽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
日
 
、
２４
日
 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

　日
時
　
１０
月
２６
日
 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

場
所
　
象
潟
体
育
館

対
象
　
一
般

講
師
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
伊
藤
み
ふ
ゆ
さ
ん

参
加
料
　
体
育
館
使
用
料
５０
円

※
参
加
し
た
い
方
は
直
接
、
当
日
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

教
室
に
参
加
さ
れ
る
際
、
託
児
室

を
設
け
て
い
ま
す
。
利
用
は
１
回

１
０
０
円
で
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
象
潟
体
育
館
（
☎
３３
―
８

８
５
５
）

日
時
　
１０
月
２３
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
む
ら
す
ぎ
荘
（
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
）

内
容
　
ジ
ル
バ
、
ブ
ル
ー
ス

対
象
　
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
靴
を
持
参

申
込
・
問
合
先
　
石
橋
（
☎
０
９
０

―

３
３
６
３
―

１
３
３
８
）
、

佐
々
木
（
☎
０
９
０
―

９
０
３

９
―

１
７
０
１
）

日
時
　
毎
週
水
曜
日
（
 
午
前
１０
時

〜
正
午
、
 
午
後
２
時
〜
４

時
）

場
所
　
象
潟
公
民
館
ま
た
は
公
会
堂

会
費
　
１
、
０
０
０
円
（
２
カ
月
間

は
無
料
※
７０
歳
以
上
、
障
害

者
の
方
は
無
料
）

申
込
・
問
合
先
　
太
極
拳
象
潟
・
伊

藤
（
☎
２３
―
７
５
８
３
）

日
時
　
１０
月
２２
日
 

　
　
　
午
前
９
時
〜

集
合
場
所
　
金
浦
山
神
社
　
社
務
所

前
※
小
雨
決
行
（
雨
天
で
巡

拝
で
き
な
い
場
合
は
、
１０
時

３０
分
よ
り
社
務
所
に
お
い
て

御
詠
歌
を
詠
唱
し
ま
す
）

懇
親
会
（
昼
食
）
　
女
性
／
無
料
、

男
性
／
１
、
０
０
０
円
（
当

日
徴
収
）

申
込
先
　
金
浦
西
国
三
十
三
観
音
講

代
表
・
鎌
田
（
☎
３８
―
３
２

０
５
）

期
日
　
１０
月
２２
日
 

場
所
　
象
潟
・
霊
峰
公
園
付
近

集
合
　
象
潟
庁
舎
前
（
受
付
／
午
前

８
時
４５
分
〜
９
時
１５
分
）

持
ち
物
　
軍
手
、
昼
食
、
ク
ワ
、
剣

先
ス
コ
ッ
プ

親
睦
会
　
植
樹
終
了
後
、
奈
曽
川
河

川
公
園
で
な
べ
っ
こ
会
を
行

い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を

植
え
る
会
・
須
田
（
☎
４３
―

３
５
４
９
）

期
日
　
 
１１
月
１１
日

　
　
　
 
１１
月
２５
日
 

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
鶴
舞
会
館
（
由
利
本
荘
市
）

内
容
　
白
菜
キ
ム
チ
漬
け
づ
く
り
、

韓
国
家
庭
料
理
の
レ
シ
ピ

講
師
　
朴
權
氏
（
由
利
本
荘
市
）

定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
由
利
地
域
国
際
定

期
便
利
用
促
進
協
議
会
事
務

局
（
☎
２２
―
５
４
３
２
）

期
日
　
１０
月
３０
日
 
※
雨
天
決
行

受
付
　
午
前
９
時
〜
９
時
３０
分
　
　

※
バ
ス
が
出
ま
す
。
申
し
込
み
さ
れ

た
方
に
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
会
式
　
午
前
９
時
３０
分

会
場
　
仁
賀
保
高
原
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド

主
催
　
に
か
ほ
市
教
育
委
員
会
・
に

か
ほ
市
体
育
指
導
委
員
会

コ
ー
ス
　
５
ｋｍ
、
８
ｋｍ
か
ら
選
択

参
加
料
　
１
０
０
円

そ
の
他
　
▽
小
学
生
以
下
の
参
加
は
、

保
護
者
同
伴
▽
汗
ふ
き
タ
オ

ル
や
帽
子
、
天
候
に
よ
り
雨

具
を
準
備
▽
万
一
事
故
が
発

生
し
て
も
、
障
害
保
険
の
範

囲
や
応
急
処
置
以
外
の
責
任

は
負
え
ま
せ
ん

締
め
切
り
　
１０
月
２４
日
 

申
込
・
問
合
先
　
に
か
ほ
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
社
会
体
育

係（
☎
３８
―
２
０
４
９
）、
象

潟
体
育
館
（
☎
３３
―
８
８
５

５
）、
仁
賀
保
公
民
館（
☎
３７

―
３
１
２
１
）

Nikaho's  Information

くらしの情報

12広報にかほ　17.10. 1513 広報にかほ　17.10. 15

募集住宅

・建石団地（象潟）

　　　１戸（Ｓ５６年築／２ＬＤＫ／１階）

・松ケ丘団地（象潟）

　　　１戸（Ｈ８年築／２ＬＤＫ／１階）

入居資格

　　　◇現在、住宅に困っていること　

　　　◇入居者全員の所得合計（下記の算式で求

　めた金額）が月額２０万円以内であること

募集期間　１０月１７日（月）～３１日（月）

申込・問合先

　　　　金浦庁舎都市整備課公営住宅係

　　　　　　電話３８－４３０７　内線２３８番

　　　　象潟庁舎市民サービスセンター建設班

　　　　　　電話４３－３２００　内線１１１番

　　　　仁賀保庁舎市民サービスセンター建設班

　　　　　　電話３７－３１１１　内線２１４番

　※応募多数の場合は抽選となります。

｛年間総所得－控除額（３８万円×同居人数）｝÷１２カ月

　１０月５日発行の広報「にかほ」の４ページの記
事中、「佐々木正司」さんの読み方が「しょうじ」
となっておりましたが、正しくは「まさし」の誤
りです。お詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正

（月）

（月）

（月）

（火）

（火）

（火）（火）

（火）

（水）

（水） （水）

（水）

（水）

（水）
（水）

（木） （木）

（金）（金）

（土）

（土） 

（日）

（日）

 



世帯数

人　口

　男

　女

９，３３１戸

２９，５４２人

１４，１２９人

１５，４１３人

（＋  ２）

（－４０）

（－１５）

（－２５）

９月１６日～９月３０日届け出分
掲載を希望されない方は、届け出の
際にお申し出ください。（　　　　　　　　 　）

14広報にかほ　17.10. 1515 広報にかほ　17.10. 15

つくって遊ぼう！くるりんポン
期　日　１０月２２日（土）、２９日（土）

時　間　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　午後１時３０分～３時

対象者　来館者

参加費　無料（入館料は必要です）

定期救命講習会（９：００～にかほ市消防）

にかほ市誕生記念「象潟サケまつり」（道の駅象潟「ねむの丘」）

おもちゃライブラリー（１０：００　科学館）

第３回『おくのほそ道』朗読コンテスト象潟大会（１３：００　象潟公民館）

文化の日

にかほ市民文化祭２００５（～６日）

広報発行日

行政相談（１０：００～１４：００　釜ヶ台多目的会館）
行政相談座談会（１１：００～１４：００　金浦寺）

行政相談（１０：００～１４：００　小出老人憩いの家けやき）

行政相談座談会（１４：００～１６：３０　金浦寺）

行政相談（１０：００～１４：００　院内分館、
　　　　　１３：００～１５：００　象潟公民館）

行政相談（１０：００～１４：００　スマイル、
　　　　　１４：００～１６：００　金浦・元気百歳館）

青空市（１２：００～　ＪＡ秋田しんせい象潟支店）

詳しくは、本荘労働基準監督署（☎２２－４１２４）へ

お問い合わせください。

○この最低賃金は、パートタイム・臨時・アルバイト等を含

む秋田県内で働くすべての労働者に適用されます。

○月給や日給等については、１時間当たりの金額に換算して

この最低賃金額を適用します。

○非鉄金属製錬・精製業、自動車・同附属品製造業は、それ

ぞれの産業別最低賃金が適用されます。

価格　５００円（税込み）

ポケットサイズ

県内各書店・ローソンで販売し

ます。

問合先　県学術国際部調査統計

課（☎０１８－８６０－１２５３）

総
務
省
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
役
所
の
仕

事
へ
の
不
満
や
要
望
を
聞
き
、
そ
の

改
善
を
図
る
た
め
の
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

週
間
中
、
行
政
相
談
員
が
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
問
題
の

改
善
に
努
め
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
地
域
の
行
政
相
談
員
は
次
の
方

で
す
。

▼
仁
賀
保
地
域
／
菊
地
直
定
さ
ん

（
平
沢
字
坂
ノ
下
１
０
２
／
☎
３５

―
２
３
７
２
）

▼
金
浦
地
域
／
佐
藤
慈
明
さ
ん
（
金

浦
字
岡
の
谷
地
７２
／
☎
３８
―
３
７

７
５
）

▼
象
潟
地
域
／
遠
藤
正
彦
さ
ん
（
象

潟
町
小
滝
字
櫃
儀
石
７０
／
☎
４４
―

２
１
０
１
）

ま
た
、
各
地
域
で
特
別
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
日
程
は
「
１０
月
の
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
秋
田
県
で
行
っ
て
い
た

次
の
事
務
が
十
月
一
日
か
ら
市
の
事

務
に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

●
母
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資

金
の
貸
付
決
定
の
た
め
の
調
査

●
墓
地
等
の
経
営
の
許
可

●
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可

●
危
険
物
を
積
載
し
た
船
舶
に
対
す

る
停
泊
等
の
場
所
の
指
示

●
市
町
村
道
等
で
あ
る
国
有
財
産
の

調
査
等
の
た
め
の
他
人
の
土
地
へ

の
立
入
り

●
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地
区

内
に
お
け
る
建
築
行
為
等
の
許
可

●
土
地
の
譲
渡
に
か
か
る
事
業
所
得

等
の
課
税
の
特
例
等
に
係
る
優
良

住
宅
地
の
認
定

●
都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
建
築
の
許
可

●
風
致
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
許

可
●
電
子
証
明
書
の
発
行
手
数
料
の
徴

収
等

●
特
定
生
活
関
連
施
設
の
整
備
計
画

に
係
る
協
議
の
申
請
の
受
理

●
母
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資

金
の
貸
付
の
申
請
の
受
理

●
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
開
発

行
為
の
許
可
の
申
請
の
受
理

●
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
確
認

の
申
請
の
受
理
　

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
４３
―
７
５
０
７
）

な
お
さ
だ

じ
み
ょ
う

ま
さ
ひ
こ


